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1県勢の悲願だった日本一を獲得
した「さいぜんれつ号」と小野寺さ
ん。全ての宮城県関係者が、その結
果を喜んだ2第６区で優等賞５席
に輝いた登米和牛育種組合。手前
から、よしひら号、しげひら号、お
くひら号3第３区で１等賞１席に
入賞した「はる号」、菅原英和さ
ん（左から３人目）と関係者4

5出品者を代表し、高橋
良さんが震災支援への感謝の意を
込めて 6審査直前まで、
牛の手入れは続けられる

　
「
第
11
回
全
国
和
牛
能
力
共
進

会
宮
城
大
会
」（
以
下
、全
共
）は
９

月
７
か
ら
11
日
の
５
日
間
、仙
台

市
の
夢
メ
ッ
セ
み
や
ぎ（
種
牛
の

部
）お
よ
び
仙
台
市
中
央
卸
売
市

場
食
肉
市
場（
肉
牛
の
部
）を
会
場

に
開
か
れ
、39
道
府
県
か
ら
史
上

最
多
の
５
１
３
頭
の
和
牛
が
出
品

さ
れ
、日
本
一
の
座
を
競
っ
た
。

　

全
共
は
、５
年
に
一
度
開
か
れ

「
和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」と
呼
ば

れ
る
国
内
最
大
の
品
評
会
。市
場

価
値
や
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
絶

好
の
機
会
で
、各
地
の
生
産
者
は

上
位
の
成
績
を
目
指
し
て
い
る
。

　

本
市
か
ら
は
、県
代
表
と
し
て

９
頭
が
出
品
。第
２
区
の
小
野
寺

正
人
さ
ん
が
、日
本
一
に
当
た
る

優
等
賞
１
席
の
栄
誉
に
輝
い
た
。

全
共
で
の
日
本
一
は
県
勢
初
の
快

挙
。小
野
寺
さ
ん
の
ほ
か
に
も
、本

市
勢
が
５
つ
の
区
で
入
賞
し
、過

去
最
高
の
成
績
を
残
し
た
。
宮
城

県
は
、総
合
で
４
位
に
入
賞
し
た
。

　

登
米
和
牛
育
種
組
合
の
高
橋
組

合
長
は「
前
回
の
全
共
以
降
、畜
産

農
家
、行
政
、農
協
が
一
体
と
な

り
、改
良
に
取
り
組
ん
で
き
た
成

果
が
評
価
さ
れ
、非
常
に
喜
ば
し

い
。５
年
後
、さ
ら
に
良
い
結
果
が

残
せ
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
」
と

先
を
見
据
え
て
い
る
。
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「
大
変
な
時
期
も
あ
っ
た
け
ど
、あ
き
ら

め
な
い
で
よ
か
っ
た
。や
っ
と
自
分

の
足
で
歩
け
た
気
が
す
る
」と
ほ
ほ
を
緩

ま
す
。

　

米
国
の
月
刊
誌
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
オ
ク

ラ
フ
ィ
ッ
ク（
以
下
、ナ
シ
ョ
ジ
オ
）が
主

催
す
る
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト「
ト
ラ
ベ
ル
・

フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー

２
０
１
７
」の
自
然
部
門
で
、狩
野
さ
ん
の

作
品
が
２
位
に
輝
い
た
。

　

作
品
の
タ
イ
ト
ル
は「
Ｔ
ｏ　

ｌ
ｉ
ｖ

ｅ（
生
き
る
）」。大
崎
市
の
蕪
栗
沼
で
、ハ

ク
チ
ョ
ウ
が
一
斉
に
飛
び
立
つ
瞬
間
を
捉

え
た
。狩
野
さ
ん
は「
地
球
は
人
間
の
開
発

で
、野
鳥
も
過
ご
し
づ
ら
い
環
境
に
な
っ

て
い
る
。人
間
の
エ
ゴ
に
踊
ら
さ
れ
な
が

ら
も『
生
き
る
』ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
力
強
さ
を

表
現
し
た
」と
話
す
。

　

ナ
シ
ョ
ジ
オ
は
１
８
８
８
年
に
創
刊
。

野
生
動
物
の
生
態
や
地
球
環
境
の
未
来
な

ど
、「
地
球
を
知
る
雑
誌
」。世
界
36
カ
国
で

発
行
さ
れ
、８
５
０
万
人
が
購
読
し
て
い

る
。同
誌
に
掲
載
さ
れ
る
写
真
は
、常
に
最

高
水
準
。写
真
家
が
撮
影
し
て
き
た
大
量

の
写
真
か
ら
、掲
載
さ
れ
る
の
は
１
万
枚

の
う
ち
１
、２
枚
程
度
と
い
わ
れ
て
い
る
。

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
２
０
０
６
年
か
ら
開
催

さ
れ
、世
界
一
人
気
が
あ
り
、有
名
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。プ
ロ
ア
マ
問
わ
ず
、

入
賞
を
目
標
に
し
て
い
る
写
真
家
は
少
な

く
な
い
。

今
回
は「
自
然
」「
人
々
」「
都
市
」の
３
部

門
に
、世
界
30
カ
国
以
上
か
ら
合
計

１
万
５
千
点
を
超
す
応
募
が
あ
っ
た
。こ

れ
ま
で
の
日
本
人
受
賞
者
は
６
人
。狩
野

さ
ん
は
、日
本
人
で
７
人
目
の
快
挙
を
成

し
遂
げ
た
。

　

高
校
卒
業
後
、川
崎
市
の
自
動
車
関
連

会
社
に
勤
務
し
て
い
た
が
、体
調
を
崩
し

た
こ
と
も
あ
り
、07
年
に
退
職
、帰
郷
し

た
。
帰
郷
か
ら
３
年
、体
調
が
回
復
し
た

頃「
目
標
を
持
っ
て
何
か
に
取
り
組
み
た

い
」と
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
と
ア
ッ
プ
ル
社

の
パ
ソ
コ
ン
を
購
入
。「
そ
れ
ま
で
、自
分

の
意
思
で
人
生
を
歩
ん
で
い
な
か
っ
た
。

人
生
を
左
右
す
る
就
職
先
も
、前
の
席
に

座
る
同
級
生
が
選
ん
だ
も
の
。そ
れ
に
合

わ
せ
た
だ
け
だ
っ
た
」。

パ
ソ
コ
ン
に
電
源
を
入
れ
る
と
、初
雪

が
降
る
青
い
池
の
画
像
に
目
を
奪
わ

れ
た
。撮
影
者
は「
ケ
ン
ト
白
石
」。日
本
人

で
初
め
て
、ナ
シ
ョ
ジ
オ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
に
入
賞
、ア
ッ
プ
ル
社
に
画
像
を
採

用
さ
れ
た
写
真
家
だ
。「
運
命
」を
感
じ
、ナ

シ
ョ
ジ
オ
入
賞
を
目
標
に
、風
景
写
真
を

撮
り
始
め
た
。

　

撮
影
技
術
は
全
て
独
学
。イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
技
術
を
学
び
、ナ
シ
ョ
ジ
オ
写

真
集
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
見
て
、イ

メ
ー
ジ
を
作
り
、シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
。

試
行
錯
誤
し
２
年
が
過
ぎ
た
頃
、「
写
真
に

深
み
が
な
い
」と
感
じ
た
。ど
ん
な
に
き
れ

い
で
印
象
的
で
も
、撮
影
者
の「
思
い
」や

「
物
語
」が
な
け
れ
ば
、深
み
は
生
ま
れ
な

い
。「
写
真
で
一
番
大
切
な
も
の
を
見
落
と

し
て
い
た
。自
分
に
し
か
撮
れ
な
い
も
の

で
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
」と
、登
米
市
が

世
界
に
誇
る
伊
豆
沼
に
足
を
運
ん
だ
。

　

伊
豆
沼
に
通
い
、沼
や
冬
鳥
の
周
辺
環

境
、時
代
背
景
や
現
状
を
徹
底
的
に
調
べ

た
。足
し
げ
く
通
う
う
ち
に
、宮
城
県
伊
豆

沼
・
内
沼
環
境
保
全
財
団
の
嶋
田
哲て

つ

郎ろ
う

博

士
と
親
し
く
な
っ
た
。嶋
田
博
士
に「
ナ

シ
ョ
ジ
オ
を
目
指
す
」と
話
し
た
と
こ
ろ
、

「
美
し
い
だ
け
が
写
真
で
は
な
い
」と
言
わ

れ
、そ
の
意
味
を
自
問
自
答
。「
傍
目
に
は

優
雅
に
見
え
る
ハ
ク
チ
ョ
ウ
や
マ
ガ
ン

も
、生
き
る
た
め
に
伊
豆
沼
で
冬
を
越
す
。

見
た
目
で
は
な
く
、
彼
ら
の
本
質
に
目
を

向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
」

冬
鳥
が
伊
豆
沼
に
訪
れ
、シ
ベ
リ
ア
に

帰
る
ま
で
の
約
半
年
間
、ほ
ぼ
毎
日
、

撮
影
に
出
向
く
。１
、２
月
は
寒
さ
が
一
番

厳
し
い
時
期
。気
温
が
、マ
イ
ナ
ス
20
度
以

下
に
な
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。極
寒
の

中
、５
、６
時
間
滞
在
し
、１
、２
度
し
か

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。

「
写
真
を
、イ
メ
ー
ジ
通
り
仕
上
げ
る
に

は
、最
高
の
一
瞬
を
逃
さ
な
い
こ
と
。そ
の

た
め
に
待
つ
の
は
、つ
ら
い
と
思
わ
な
い
。

好
き
で
続
け
て
い
る
こ
と
だ
し
、自
分
で

決
め
た
こ
と
。や
り
た
い
こ
と
や
目
標
が

あ
る
の
は
幸
せ
な
こ
と
」と
に
っ
こ
り
。

　

体
調
が
優
れ
な
い
時
期「
存
在
す
る
意

味
が
あ
る
の
か
」と
思
っ
た
。「
セ
ン
ス
が

な
い
」と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。し
か

し
、ケ
ン
ト
白
石
、嶋
田
博
士
や
多
く
の
人

た
ち
と
の
出
会
い
、目
標
へ
の
思
い
の
強

さ
が
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
。「
目
標
を
持

ち
、自
分
の
足
で
歩
く
こ
と
の
す
ば
ら
し

さ
を
教
え
て
く
れ
た
写
真
と
冬
鳥
、支
え

て
く
れ
た
人
た
ち
に
感
謝
し
て
い
る
。写

真
を
通
じ
て
恩
返
し
を
し
た
い
」。狩
野
さ

ん
は
、今
日
も
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
越
し
に
命

と
向
き
合
っ
て
い
る
。
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今月のホットライン HOTLINE
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　漫画「釣りキチ三平」の作者、矢口高
たか

雄
お

氏サイン会お
よび同氏とノンフィクション作家、谷川彰

あき

英
ひ で

氏のシン
ポジウムは９月17日、石ﾉ森章太郎ふるさと記念館で開
かれ、全国から多くの矢口ファンが詰め掛けました。
　サイン会およびシンポジウムは、同館特別企画展「釣
りキチ三平夏の学校あそびがまなび展」の一環で開催。
シンポジウムは、笑いのあふれる和やかな雰囲気で進
められました。また、矢口氏の好意により、展示されて
いる原画などを前に、作品に込められた思いや制作秘
話などを、自ら説明。来場者は、矢口氏からの思わぬプ
レゼントに大喜びでした。

今回の催しには、遠くは九州から来場者が訪れました。矢口氏
（左から2番目）の作品制作秘話に、一同興味津々でした。

演技を披露するボランティアキャスト。新作では、新たなキャス
トが追加されるなど、より充実した内容になっています。

　「第13回登米市産業フェスティバル」は10月１日、迫
体育館および迫中江中央公園で開かれ、市内企業が最
新の製品や技術を展示、紹介しました。
　体育館内の企業ブースには、各社で製造している製
品や体験コーナーが、屋外には飲食コーナーが設けら
れ、市内の特産品や名物などを販売。同日は天気にも恵
まれ、約１万８千人の来場者でにぎわいました。目黒菜

な

摘
つみ

さん（６）＝米山町八軒小路＝は「村田製作所チアリ
－ディング部は、ぶつからないで動いてすごかったで
す。ほかのブースで、ペンダントを作りました。きれい
に出来てうれしい」と笑顔を見せていました。

村田製作所の技術が結集して作られた「チアリーディング部」。
ボールに乗っても転ばない動きに、関心していました。

マルエツ樋垣部長（左）に、記念証を手渡す熊谷盛廣市長。マルエ
ツでは、登米産牛や登米産ひとめぼれなどを販売しています。

　「市有林森林吸収オフセット・クレジット（J-VER）
購入記念証贈呈式」は９月29日、市役所迫庁舎で開か
れ、関東地方で食料品などを販売するマルエツに、購入
記念証を贈呈しました。
　オフセット・クレジット制度は、事業などで発生する
二酸化炭素を、森林保全などで埋め合わせる（オフセッ
ト）もの。マルエツでは、本年10月から11月までにレジ
袋製造等で発生する二酸化炭素240㌧のうち、100㌧分
を、本市からクレジット購入しました。マルエツの樋垣
顧客サービス環境推進部長は「今後も、登米市の森林
整備に貢献したい」と話していました。

　「第９回登米市こどもまつり」は９月23日、迫体育館
および迫公民館で開かれ、多くの親子連れでにぎわい
ました。
　会場には、ステージイベント、キッズサッカー、人形
劇や遊びのワークショップ体験コーナーなどが設けら
れ、子どもたちは大喜び。くるくる宇宙ゴマやスカイト
ルネードに人気が集まりました。佐藤たつ恵

え

さん（34）
＝迫町錦東＝は「今年で５回目の参加です。宇宙ゴマ
づくりやスカイトルネードなどを、子どもと一緒に作
りました。親子で楽しめるすてきなイベントですね」
と満足していました。

スカイトルネード作りに夢中になる子どもたち。型紙を切り取
り、自分好みの色や柄を付けて仕上げていました。

　「第 70 回宮城県民大会ミニラグビー大会」（県ラグビ
ーフットボール協会主催）は９月10日、豊里花の公園で
開かれ、ちびっ子ラガーマンたちが鮮やかなプレーで
観衆を沸かせました。
　ミニラグビー大会には、県内外から８チーム約200人
が参加。幼児から小学 6年までが、年齢別に分けられた
リーグ戦形式で熱戦を繰り広げました。佐沼プラタナ
スジュニアの二上大

だい

悟
ご

主将は「全試合無失点で勝つこ
とが目標でしたが、自分たちのミスで１トライ取られ
て悔しいです。次の大会では、前からのディフェンスを
頑張りたい」と次に向けて決意を新たにしていました。

４～６才が出場した幼児クラス。ボールを持つと、一目散にゴー
ルを目指しました。そのさまは大人顔負け。

　本市ＰＲ動画第２弾「登米無双２」は10月２、３の両
日、市内各所で撮影され、前作で主人公トメ役を務めた
金子早

さ

苗
なえ

さんやボランティアキャスト約40人が、迫真
の演技を披露しました。
　登米無双２は、前作の世界観を引き継ぎつつ、より本
市の魅力や豊かさが盛り込まれています。及川真

ま

紀
き

さ
ん（42）、季

け

実
し る

ちゃん（６）親子＝迫町光ヶ丘＝は「前作を
見て、自分たちもと思い参加しました。どのような映像
になるか楽しみ」と完成を心待ちにしていました。登米
無双２は、11月に開催する公開イベントで披露し、イベ
ント後に一般公開します。詳しくは市ホームページで。



09 082017.11

◉

☎

☎

☎

☎

❶
❷
❸

❹

❺
❻

❼
❽

❾

10

☎

■

■

■

■
☎



11 102017.11

　

と
め
青
年
会
議
所
は
、
青
少
年

育
成
事
業
の
一
環
と
し
て
、
市
内

各
中
学
校
か
ら
生
徒
２
人
が
参
加

す
る「
登
米
市
子
供
議
会
」を
開
催

し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
日
頃
抱

い
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
、
行
政
に

対
す
る
質
問
・
提
案
な
ど
、
生
徒

が
議
員
役
と
な
り
、
市
長
を
は
じ

め
と
し
た
関
係
部
局
と
議
論
を
交

わ
し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
傍
聴
く
だ
さ
い
。

11
月
11
日（
土
）午
後
０
時

30
分
〜
４
時
50
分

※
受
け
付
け
後
、
傍
聴
席
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

市
役
所
迫
庁
舎（
３
階
議

会
議
事
堂
）

と
め
青
年
会
議
所

（
担
当
＝
杉
山
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）７
１
１
３

　

平
成
30
年
度
の
登
米
市
振
興
総

合
補
助
金（
み
や
ぎ
の
水
田
農
業

改
革
支
援
事
業
・
園
芸
特
産
重
点

強
化
整
備
事
業
）の
事
業
要
望
調

査
を
実
施
し
ま
す
。
事
業
実
施
希

望
者
は
、
対
象
経
費
な
ど
を
ご
確

認
の
上
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
内
容
は
、
変
更
に
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

❶

営
農
集
団（
３
戸

以
上
）、
農
地
所
有
適
格
化
法
人

な
ど　

水
稲
、
麦
、
大
豆
、

飼
料
作
物
な
ど

※
既
存
の
機
械
・
施
設
の
更
新
は
、

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

❷

農
協
園
芸
特
産
関

係
部
会
、
農
業
法
人
、
任
意
組
合

（
３
戸
以
上
）な
ど

イ
チ
ゴ
、キ
ュ
ウ
リ
、

ト
マ
ト
、
ホ
ウ
レ
ン
草
、
ネ
ギ
類
、

ソ
ラ
豆
、
タ
マ
ネ
ギ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、

ナ
ス
、
カ
ボ
チ
ャ
、
ニ
ラ
、
ニ
ン

ニ
ク
、
ス
プ
レ
ー
菊
、
小
菊
、
ト

ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
、
ス
ト
ッ
ク
、
リ

ン
ゴ
、
シ
イ
タ
ケ
、
木
炭

※
施
設
・
機
械
の
更
新
、
既
存
施

設
へ
の
追
加
導
入
は
、
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

❶
規
約
ま
た
は
定

款
、
参
考
見
積
書（
１
社
）、カ
タ

ロ
グ
類
、作
付
計
画
図
❷
規
約
ま

た
は
定
款
、参
考
見
積
書（
１
社
）、

カ
タ
ロ
グ
類
、
施
設
位
置
図

11
月
17
日（
金
）産

業

経
済
部
農
産
園
芸
畜
産
課（
農
産

園
芸
振
興
係
）　

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
３

　

販
売
促
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ

る
商
業
振
興
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。
魅
力
あ
る
店
内
Ｐ
Ｏ
Ｐ
や

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど
、
売
り
場
づ

く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
得
ら
れ
る
機

会
で
す
。
商
業
者
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

11
月
13
日（
月
）午
後
６
時

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン

ヴ
ィ
ア「

売
上
ア
ッ
プ
の
た
め
の

広
報
戦
略
」

松ま
つ

嶌し
ま

葉よ
う

子こ

氏（
中
小
企
業

診
断
士
・
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
・
東
京
商
工
会
議
所
登
録
専

門
家
）

無
料

産
業
経
済
部
商
業

観
光
課（
商
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４中小企業診断士・カラー

コーディネーター・東京
商工会議所登録専門家

保護者が仕事、病気その他
の理由で、昼間家庭にいない市内小学校に
在籍する児童

❶平日＝放課後～午後 6時 30分
❷長期休業日、土曜日、振替休業日＝午前
7時 30分～午後 6時 30分

日曜、祝日、年末年始
※原則として、インフルエンザや台風など
による学校閉鎖や緊急事態が発生した場合
は、学校と同じように閉所します。

無料（おやつ代、教材費や保険
料などは、個人負担となります）

11月１日（水）から17日（金）まで
に、児童館または子育て支援センターに必
要書類を提出してください

詳しくは、各児童クラブまで
お問い合わせください

▶

▶

▶
▶

▶

① ▶
▶

▶

⑩ ⑪

みやぎの水田農業改革支援事業の対象経費など

園芸特産重点強化整備事業の対象経費など

◉

◉

☎

▶
▶

▶

☎

◎
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で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

県
保

健
福
祉
部
健
康
推
進
課（
健
康
推

進
班
）（
受
付
時
間
＝
土
日
、祝
日

を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
15

分
）

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
６
２
３

糸kensui-k@
pref.m

iyagi.lg.jp

　

引
き
こ
も
り
の
問
題
や
、
思
春

期
の
心
の
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
せ

ん
か
。
精
神
保
健
福
祉
士
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

】11
月
20
日（
月
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分

登
米
保
健
所（
１
階
ク
リ

ニ
ッ
ク
室
）仙

台
白
百
合
女
子
大
学

／
氏
家
靖や

す

浩ひ
ろ

氏（
精
神
保
健
福
祉

士
）

☎

❶
▶

❷
▶

㊎
☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊍
☎ ☎

㊐ ☎ ☎

◉診療時間　9:00～17:00
【休日急患当番医】
◉休日・夜間診療案内　☎0229（24）2267（24時間）
◉第２次診療　登米市民病院　 ☎0220（22）5511
【問い合わせ】登米市医師会　☎0220（22）2084
※月～金曜日（休日を除く）
【歯科休日当番医】
【問い合わせ】市民生活部健康推進課　☎0220（58）2116
※当番医は、変更する場合があります。各医療機関に確認の上、受診くだ
さい。

㊊  ☎

㊌  ☎

㊋  ☎

㊎  ☎

㊋  ☎

㊍  ☎

　

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

無
料（
要
電
話
予
約
）

登
米

保
健
所（
母
子
・
障
害
班
）（
受
付

時
間
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

 　　　

障
が
い
の
有
無
に
関
係
な
く
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
ど
な

た
で
も
楽
し
め
る
デ
ィ
ス
コ
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
友
達
、

家
族
連
れ
で
ミ
ラ
ー
ボ
ー
ル
の

下
、
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
人
型

ロ
ボ
ッ
ト「
ペ
ッ
パ
ー
君
」も
や
っ

て
き
ま
す
。

11
月
23
日（
木
・
祝
）午
後

１
時
〜
３
時

南
方
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

宮
城

県
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２（
２
９
１
）１
５
８
５

　

女
性
は
、結
婚
、出
産
、子
育
て

な
ど
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
、更
年

期
障
害
を
は
じ
め
と
し
た
女
性
ホ

ル
モ
ン
の
影
響
に
よ
り
、さ
ま
ざ

ま
な
心
身
の
不
調
を
抱
え
や
す
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

講
座
で
は
、女
性
に
気
を
付
け

て
も
ら
い
た
い「
か
ら
だ
」と「
こ

こ
ろ
」に
つ
い
て
、女
性
医
師
が
分

か
り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

10
月
28
日（
土
）午
後
２
時

〜
３
時
（
受
付
時
間
＝
午
後
１
時

30
分
〜
）迫

に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

岩
﨑
惠え

美み

子こ

氏（
宮
城
県

女
医
会
会
長
・
元
仙
台
市
副
市
長
）

女
性

20
人（
要
事
前
申
し
込
み
・

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

無
料電

話
ま
た
は
メ
ー
ル

  ◉診療時間　9:00～17:00
  （受付16:30まで）
  【問い合わせ】登米市民病院
  ☎0220（22）5511

　

市
は
、
女
川
原
子
力
発
電
所
で

事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、

県
と
関
係
市
町
合
同
で
原
子
力
防

災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
訓
練
対

象
は
、
原
子
力
災
害
対
策
を
重
点

的
に
実
施
す
べ
き
地
域（
豊
里
町
、

津
山
町
）で
、
広
報
訓
練
や
屋
内

退
避
訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
市
内
全
域
で
携
帯
電
話
に

緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
配
信
す
る
訓

練
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

11
月
23
日（
木
・
祝
）午
前

９
時
〜
午
後
１
時

◉

▼
防
災
行
政
無
線
や

広
報
車
に
よ
る
広
報（
対
象
＝
豊

里
町
、
津
山
町
）▼
携
帯
電
話
に

緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
配
信（
対
象

＝
市
内
全
域
・
計
３
回
配
信
）

◉

▼

市
の
指
示
に
よ
り
自
宅
な
ど
へ

の
屋
内
退
避（
対
象
＝
豊
里
町
、

津
山
町
）▼
避
難
車
両
の
避
難
退

域
時
検
査（
場
所
＝
迫
川
防
災
ス

テ
ー
シ
ョ
ン（
米
山
町
）・
登
米
総

合
体
育
館
）▼
避
難
住
民
の
受
け

入
れ（
避
難
先
＝
南
方
武
道
伝
承

館
・
中
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
）

総
務
部
防
災
課

（
防
災
危
機
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
３
０

　

皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
税
金

は
、教
育
、保
健
衛
生
、上
下
水
道
、

産
業
、警
察
、消
防
な
ど
、さ
ま
ざ

ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、東

日
本
大
震
災
の
復
興
事
業
に
も
使

わ
れ
て
お
り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

を
支
え
る
大
切
な
財
源
で
す
。

　

県
と
市
町
村
は
、
税
金
を
公
平

に
納
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
11
月

か
ら
12
月
の
２
カ
月
間
を「
宮
城

一
斉
滞
納
整
理
強
化
月
間
」と
し

て
、
税
金
滞
納
者
へ
の
徴
収
対
策

を
強
化
し
ま
す
。
期
間
中
は
、
税

金
滞
納
者
に
文
書
催
告
、勤
務
先
・

取
引
先
な
ど
へ
の
財
産
調
査
、
自

宅
な
ど
の
捜
索
、
預
貯
金
・
給
与
・

不
動
産
な
ど
の
差
し
押
さ
え
や
自

動
車
の
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
な
ど
、
徴

収
対
策
を
集
中
し
て
実
施
し
ま

す
。
税
金
は
納
期
限
ま
で
に
必
ず

納
め
ま
し
ょ
う
。

▼
県
東
部
県
税
事
務
所
登
米
地
域

事
務
所

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
４

▼
県
総
務
部
税
務
課（
納
税
班
）

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
３
２
６

▼
総
務
部
収
納
対
策
課（
徴
収
対

策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
９

　

市
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
＝
国
か
ら
配
信

さ
れ
る
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
）か

ら
送
ら
れ
て
く
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル

発
射
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、
防
災

行
政
無
線
な
ど
で
確
実
に
皆
さ
ん

に
お
伝
え
す
る
た
め
、
情
報
伝
達

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

11
月
14
日（
火
）午
前
11
時

こ
ろ

※
登
米
市
以
外
の
地
域
で
も
、
全

国
的
に
情
報
伝
達
訓
練
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

総
務
部
防
災
課

（
防
災
危
機
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
３
０

☎

❶

❷

❸
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迫
　「第 63回登米市はさま女性のつどい」は９月９日、迫
公民館で開かれ、迫地区女性団体から約150人が参加し、
ロコモ予防運動の知識を深めました。
　同日は、　同日は、日本レクリエーション協会公認指導者粕

かす

谷
や

義
よし

昭
あき

氏を講師に迎え、骨と筋肉を鍛えて、ロコモティブシンド
ローム（運動器症候群）を防ぐ開眼片脚立ちやスクワット
などを実践。参加者は「簡単な動作なので、地域の集会な
どでも広めたい」と話していました。

登米
　342 年の伝統を誇る「とよま秋まつり」は９月 16、
17日の両日、登米町市街地で開かれ、薪能、神楽大会や
山車の行進など、さまざまな催しで盛り上がりました。
　とよま秋まつりは、1675（延宝３）年から始まったと
されている伝統行事。「山車総見審査会」には、歌舞伎の
演目やアニメなど、各町内会手作りの山車９基が登場しま
した。町内は、おはやしの笛や太鼓の音色が響き渡り、大
勢の見物客でにぎわいました。

東和
　「交通死亡事故ゼロ 6500 日達成表彰」は 10月３日、
東和総合支所で開かれ、市交通安全対策協議会長と登米警
察署長から米谷地域づくり推進協議会（秋葉茂

しげ

雄
お

会長）へ
褒状が贈られました。
　同地区は、1999年 12月から交通死亡事故ゼロを継続
しており、9月 29日に 6500日を達成。秋葉会長は「関
係機関および地域の皆さんの交通安全活動のたまもので
す。今後も記録を伸ばしていきたい」と決意を語りました。

中田

豊里
　「豊里地区市民大運動会」（豊里町コミュニティ推進協議
会主催、佐々木信

のぶ

義
よし

会長）は９月３日、豊里総合運動場で
開かれ、20地区から約 1250人が参加し、さわやかな汗
を流しました。
　運動会は、地区民の交流を深めることと、健康・体力づ
くりが目的。今年は、地面を蹴って進むペダルなし二輪車
「ランニングバイク」の体験会も実施され、初めて乗る子
どもたちは戸惑いながらも楽しんでいました。

石越
　「石越地区市民登山」は９月３日、仙台市の太白山で開か
れ、地区住民など23人が参加し、登山を通じて親睦を深め
ました。
　市民登山は、雄大な自然に触れながら難しい目的達成を
通し、参加者の連携と仲間づくりが目的。同日は、すがす
がしい青空が広がる登山日和の中、参加者同士声を掛け合
いながら頂上を目指し、心地よい汗とともに達成感を共有
しました。

津山
　秋の交通安全街頭キャンペーン「矢羽作戦」は９月21日、
道の駅津山「もくもくランド」で開かれ、交通安全協会津山
支部会員や津山中生徒など、交通安全関係者 40 人がドラ
イバーに交通事故防止を呼び掛けました。
　矢羽作戦は、安全運転を心掛けてもらうことが目的。参
加者は、交通安全メッセージ入りの津山産杉製ストラップ
などを配布し、事故ゼロを呼び掛けました。受け取ったド
ライバーは、笑顔で安全運転を誓っていました。

米山
　「交通安全街頭パレード」（佐沼地区交通安全協会米岡支
部主催）は９月 22日、米山町旧ムラコー商店前から米山
体育館までの区間で行われ、米岡小学校交通安全少年団金
管バンドと地元住民が交通事故防止をPRしました。
　パレードは、地域住民と児童の交通安全に対する意識を
一層高めることが目的。セレモニーでは、団長の伊藤夢

らい

生
き

君
と副団長の狩野大

だい

樹
じゅ

君が、交通事故防止に向けて誓いの言
葉を述べました。

南方
　「放課後子ども教室」は９月11日、南方小学校で開かれ、
南方小児童58人が参加し、体験活動をしました。
　子ども教室は、地域民との交流を通して子どもたちを健
やかに育むことが目的。来年２月まで、ニュースポーツ体
験、昔の遊び体験や新聞ワークショップなど 8回開催し
ます。今回は、地元スポーツクラブ指導の下、複数チームに
分かれ、キンボールを実施。子どもたちは、力と心を合わせ、
さわやかな汗を流しました。

TOWNS TOPICS

　「蓬原地区３者合同総合防災訓練」は9月14日、中田中学
校で実施され、同校生徒、さくら幼稚園児や地区住民が参
加し、災害時に取るべき行動を確認しました。
　防災訓練は、参加者の防災意識の向上と連携強化が目的。
市消防署などの指導の下、消火訓練、煙道通過体験や炊き出
し訓練を実施しました。沼倉義

よし

幸
ゆき

蓬原区長は「これからもこ
のような訓練を続け、生徒や園児たちと地区住民の交流も深
めていきたい」と話していました。
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Health Books
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Books

Health

Young

Dream

Child

Half
Century

One's
Home

利用者の声や図書館のイベントなどをお知らせします

☎
☎
☎

　迫図書館と中田図書室は、知識や教養、文化の向
上や資源を有効活用するため、閲覧期間が過ぎた雑
誌を無料で提供します。提供する雑誌は、料理、手
芸、ライフスタイル情報誌などです。
　　 

10月27日（金）、28日（土）
午前11時～午後２時

中田生涯学習センター（２階学習室）
約600冊（主に平成 27年４月から平成 28

年３月発行の雑誌）
１人５冊まで（雑誌を持ち帰る袋をご持

参ください）
迫図書館　☎0220（22）9820
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寝返りができるよう
になり、部屋の中を
ゴロゴロ。たくさん
動いて、たくさん食
べて早く大きくなっ
てねー！

2016年10月１3日生まれ
豊里町・仲町
直樹さんの長女

ちゃん（１）

とても活発で、公園
で遊ぶことが大好き
です。たくさん食べ
て、元気に遊んで、
すくすく大きくな～
れ！

Monthly Hot Communication

Child

2016年１2月4日生まれ
豊里町・東二ッ屋
了さんの長女

ちゃん （10カ月）

　僕の将来の夢は、プロ野球選手になるこ
とです。野球は二人の兄に憧れて始め、今
では僕の生活の一部となっています。練習
を続けていくうちに、勇気や感動を与えて
くれるすばらしいスポーツだと実感しまし
た。つらい練習をやり切った時の達成感や
仲間と勝利の喜びを分かち合えた時の一体
感を味わい、より高いところで挑戦したい
と思うようになりました。今は宮城県選抜
チームの一員として、目標である「日本一」
に向けて、仲間と共に練習に励んでいます。
　将来は、必ずプロ野球選手になり、今ま
で背中を押してくれ、支えてくれた家族や
先生、応援してくれた皆さんに恩返しして
いきたいです。野球の技術だけでなく、周
囲から信頼され、応援してもらえる選手に
なれるよう、感謝の気持ちを忘れずに日々
精進していきます。

Young
Monthly Hot Communication

　190㌢でＢ型です。
　南方町のマルニ食品で働いてい

ます。製造業務で、生麺の工程管理を担
当しています。就職のきっかけは、食べる
ことが好きで、食べ物に関わる仕事をした
いと思ったから。マルニ食品は、募集広告
を見た後、業務内容などを見て決めました。
現在は、工程リーダーを任され、東北各地
の人気店監修の生ラーメンを作っています。
麺やスープが違うので、品質管理のチェッ
クに気を遣っています。仕事面では細かい
部分に気を抜けませんが、職場環境は良く、
楽しく働いています。

　おとなしい方だと思います。
会話も自分が話すより、聴き手に回ること
が多いですね。

　映画・ＤＶＤ鑑賞や読書です。
映画は、邦画を中心に月３本見ます。読書
はファンタジーな物語が好きですね。

なんでもおいしそうに食
べる人がいいですね。見ていて気持ちがい
いので。口下手なので、話しかけてもらえ
ると楽ですね。

　インドア派なので、家にいるこ
とが多いです。たまに、勉強のため職場の
仲間とラーメンを食べに遠出することもあ
ります。

　おいしいもの巡り
に、友人と大阪など関西方面に遠出してみ
たいですね。

市民同士の近所づ
きあいがあるいいまちですね。新鮮な食材
が、豊富なところも自慢です。

夢に向かって
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お
互
い
、志
津
川
町（
現

南
三
陸
町
）の
チ
リ
地
震
の
津
波

工
事
現
場
で
働
い
で
だ
。俺
は
高

校
卒
業
後
、住
み
込
み
で
、妻
は

戸
倉
が
自
宅
だ
っ
た
ん
だ
ね
。

】土
建
業
だ
か
ら
、土
日

関
係
な
く
働
い
で
、雨
降
っ
た
日

が
お
休
み
だ
っ
た
の
ね
。休
み
に

な
っ
と
映
画
館
に
、み
ん
な
行
っ

て
だ
の
。そ
の
う
ち
に
、ま
ず
自
然

と
ね（
笑
）。

★

健
康
そ
う
で
農
家
に
向
い

で
る
な
ど
思
っ
た
ね（
笑
）。

温
厚
で
静
か
な
人
だ
ど

思
っ
た
ね
。

Monthly Hot Communication

One's Home

ゆ
い
っ
こ
で
田
植
し
た

ん
だ
げ
ど
、植
え
る
人
の
ス
ピ
ー

ド
が
違
う
の
ね
。要
領
つ
か
め
な

く
て
、大
変
だ
っ
た
ね
。

仕
事
忘
れ
て
っ
し
ゃ
、ゆ
っ

く
り
県
外
歩
い
て
見
だ
い
ね
。

紅
葉
と
か
、互
市
に
は
毎

年
行
っ
て
る
ね
。

仕
事
の
こ
と
で
意
見
が
合

わ
ね
え
ご
と
が
た
ま
に
あ
る
げ

ど
、譲
り
合
う
ご
ど
だ
ね
。そ
れ
と
、

家
族
で
お
互
い
あ
い
さ
つ
は
、あ

だ
り
ま
え
だ
ね
。

★

】京
都
や
日
本
海
の
カ
ニ
を

食
べ
に
、歩
い
で
み
だ
い
ね
。

●
12
月
号
は
短
歌
で
す
。住
所・氏
名・電
話
番
号

を
記
入
し
、10
月
31
日（
火
）ま
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。作
品
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ

い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。

譲
り
合
い
の
気
持
ち
が
大
切
だ
ね

　

今
月
は
、豊
里
地
域
産
物
活
用

施
設「
産
直
が
ん
ば
る
館
」の
志
賀

元げ
ん

一い
ち

組
合
長
に
話
を
伺
い
ま
し

た
。

　

本
市
の
南
の
玄
関
口
に
位
置
す

る
「
産
直
が
ん
ば
る
館
」
は
、
特

産
品
や
工
芸
品
な
ど
を
数
多
く
展

示
、
販
売
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｊ
Ｒ
気
仙
沼
線
「
陸
前
豊
里
駅
」

の
駅
舎
内
に
あ
る
の
で
、
Ｊ
Ｒ
の

乗
車
券
や
特
急
券
、
新
幹
線
な
ど

の
指
定
席
も
購
入
で
き
ま
す
。

　

こ
の
季
節
は
、
豊
里
町
産
の
ト

マ
ト
が
出
始
め
ま
し
た
。
減
農
薬

で
栽
培
さ
れ
て
い
る
の
で
、
昔
な

が
ら
の
深
い
味
と
香
り
が
味
わ
え

ま
す
。
そ
の
ま
ま
食
べ
る
の
は
も

ち
ろ
ん
、寒
い
日
に
は
煮
込
み
料

理
に
も
最
高
で
す
。ま
た
、味
が
濃

厚
な
ナ
ガ
イ
モ
、ヤ
ー
コ
ン
や
酢

漬
け
が
で
き
る
シ
ョ
ウ
ガ
の
根
茎

な
ど
、
珍
し
い
も
の
も
取
り
そ
ろ

え
て
い
ま
す
。

　

町
内
産
の
落
花
生
も
隠
れ
た
人

気
商
品
で
、贈
答
用
と
し
て
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、一
度
ご
賞
味

く
だ
さ
い
。

道
豊
里
地
域
産

物
活
用
施
設「
産
直
が
ん
ば
る
館
」

☎
０
２
２
５（
７
６
）６
２
０
１

「
ふ
る
さ
と
は
遠
き
に

　
　
　

あ
り
て
思
ふ
も
の
」

　

在
京
東
和
会
が
開
催
す
る「
東

和
の
つ
ど
い
」の
世
話
人
が
集

ま
っ
た
時
の
こ
と
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続

テ
レ
ビ
小
説「
ひ
よ
っ
こ
」の
話
に

な
り
ま
し
た
。東
京
五
輪
前
後
を

舞
台
に
し
た
物
語
で
、そ
の
姿
が

自
分
た
ち
と
重
な
り
、盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　
「
夜
行
列
車
で
上
野
駅
へ
。汽
車

の
煙
の
す
す
で
ワ
イ
シ
ャ
ツ
が
黒

く
な
っ
た
。で
も
、石
炭
の
匂
い
は

心
地
よ
か
っ
た
」「
多
く
の
女
性
は
、

静
岡
の
紡
績
工
場
に
就
職
。
読
め

な
い
地
名
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
り
、

乗
り
換
え
回
数
も
多
か
っ
た
り
、

帰
省
も
一
苦
労
。
簡
単
に
帰
れ
な

か
っ
た
ね
」
な
ど
、話
は
尽
き
ま

せ
ん
。当
日
来
ら
れ
な
い
人
に
、手

紙
で
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｈ
さ
ん
。「
来
年
、80
歳
を
迎
え

ま
す
。19
歳
の
時
、パ
ン
屋
で
働

き
は
じ
め
、周
り
に
は
集
団
就
職

者
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。70
歳

の
時
、福
島
県
で
同
級
会
を
開
催
。

今
で
は「
元
気
で
頑
張
っ
て
い
ま

す
か
」が
同
級
生
の
合
言
葉
。

　

Ｓ
さ
ん
。「
88
歳
の
誕
生
日
に
、

会
か
ら
の
お
便
り
が
届
き
ま
し

た
。子
ど
も
、孫
と
そ
の
連
れ
合
い
、

さ
ら
に
ひ
孫
と
盛
大
に
祝
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。先
の
大
戦
の
戦
渦

を
く
ぐ
り
抜
け
て
、尊
い
命
の
犠

牲
の
も
と
に
生
か
さ
れ
て
い
ま

す
」

　

Ａ
さ
ん
。「
68
年
３
月
に
上
京
し

ま
し
た
。荷
物
は
布
団
と
柳
こ
う

り
に
入
っ
た
わ
ず
か
な
着
替
え
と

生
活
用
品
だ
け
。上
京
し
て
、都
内

の
駅
に
降
り
た
と
き
、ジ
ン
チ
ョ

ウ
ゲ
の
香
り
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
50
年
、
柳
こ
う
り
は
捨

て
ら
れ
ず
、子
ど
も
の
保
育
園
の

連
絡
帳
な
ど
が
び
っ
し
り
詰
ま
っ

て
い
ま
す
。「
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
」と

「
柳
こ
う
り
」は
、東
京
暮
ら
し
の

原
点
で
す
」

　

室む

生ろ
う

犀さ
い

星せ
い

の
詩「
ふ
る
さ
と
は

遠
き
に
あ
り
て
思
ふ
も
の　

そ
し

て
悲
し
く
う
た
ふ
も
の
」
を
寄
せ

て
く
れ
た
人
も
い
ま
す
。

　

東
京
み
や
ぎ
東
和
会
は
、
多
く

の
仲
間
に
支
え
ら
れ
活
動
し
て
い

ま
す
。
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▼
迫
公
共
職
業
安
定
所

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
６
０
９

　

手
話
や
筆
談
な
ど
、
安
心
で
き

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で

対
応
し
ま
す
。
事
前
の
申
し
込
み

は
不
要
で
す
の
で
、
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。11

月
７
日（
火
）

❶

午
前
10
時
30
分

〜
正
午
／
市
内
に
あ
る
国
、
県
、

市
指
定
の
文
化
財
に
つ
い
て
、
各

町
域
の
歴
史
・
文
化
な
ど
を
交
え

て
お
話
し
し
ま
す

❷

午
後
１
時
〜
２

時
30
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

中
会
議
室
）市

内
在
住
の
聴
覚
や
言

語
な
ど
に
障
が
い
が
あ
る
人
、
そ

の
家
族
、
支
援
者
ほ
か
障
が
い
福

祉
に
興
味
の
あ
る
人

▼
宮
城
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー（
み
み
サ
ポ
み
や
ぎ
）

☎
０
２
２（
３
９
３
）５
５
０
１

０
２
２（
３
９
３
）５
５
０
２

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課（
障

害
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

　

が
ん
患
者
や
、そ
の
家
族
な
ど

が
気
楽
に
集
い
、お
茶
や
会
話
を

楽
し
み
な
が
ら
、生
活
の
工
夫
な

ど
を
語
り
合
え
る「
ホ
ッ
と
サ
ロ

ン
と
め
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

時
間
内
の
入
室
、退
室
は
自
由

で
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。▼

11
月
13
日（
月
）▼
12
月

９
日（
土
）▼
１
月
８
日（
月
・
祝
）

▼
２
月
12
日（
月
・
祝
）▼
３
月
12

日（
月
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

１
０
０
円（
お
茶
代
）

ホ
ッ
と
サ
ロ
ン
と

め（
代
表
＝
鈴
木
）／
受
付
時
間
＝

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

☎
０
７
０（
２
０
１
１
）０
９
２
８

　

労
働
者
を
１
人
で
も
雇
っ
て
い

る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
に
加
入

す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
労
働
保

険
の
加
入
手
続
き
を
し
て
い
な
い

事
業
主
は
、
速
や
か
に
労
働
基
準

監
督
署
や
公
共
職
業
安
定
所
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
瀬
峰
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
２
２
８（
３
８
）３
１
３
１

11
月
19
日（
日
）午
前
９
時

〜
正
午

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

30
人（
先
着
順
）

11
月
13
日（
月
）

消
防
署
、各
出
張
所

に
あ
る
受
講
申
込
書
を
提
出
い
た

だ
く
か
、電
話
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い

消
防
署
救
急
係

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
１
９

　

手
話
教
室
の
受
講
生
を
募
集
し

ま
す
。

❶
12
月
５
日（
火
）❷
12
月

８
日（
金
）❸
12
月
12
日（
火
）❹
12

月
15
日（
金
）❺
12
月
19
日（
火
）午

前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

中
会
議
室
）市

内
に
在
住
、勤
務
し
、

障
害
福
祉
や
手
話
に
関
心
が
あ
る

人

市
手
話
通
訳
相
談
員
・
ゲ

ス
ト
講
師（
聴
覚
障
が
い
者
）

聴
覚
障
が
い
者
や
手
話
に

つ
い
て
の
理
解
、
あ
い
さ
つ
、
自

己
紹
介
、
簡
単
な
会
話

20
人
程
度（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
）

無
料電

話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ（
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

手
話
教
室
受
講
希
望
と
明
記
の

上
、
送
信
し
て
く
だ
さ
い
）

11
月
27
日（
月
）

福

祉
事
務
所
生
活
福
祉
課（
障
害
福

祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

自
衛
官
候
補
生

日
本
国
籍
を
持
つ
18

歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

11
月
24
日（
金
）ま
で

12
月
２
日（
土
）

※
詳
し
く
は
、
登
米
地
域
事
務
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
衛
隊
宮
城
地
方

協
力
本
部
登
米
地
域
事
務
所

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
２
４
４

12
月
３
日（
日
）　

◉

▼
午
前
10
時
30
分（
受

付
時
間
＝
午
前
10
時
〜
）／
講
師

＝
小
野
寺
俊し

ゅ
ん

氏（
一
級
フ
ラ
ワ
ー

装
飾
技
能
士
）

◉▼
正
午
＝
ぽ
か
ぽ
か
ご
縁
・
ラ
ン

チ
タ
イ
ム
▼
午
後
１
時
＝
１
対
１

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
タ
イ
ム
冬

め
ぐ
り
・
交
流
会

ホ
テ
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
佐

沼

25
〜
40
歳
の
独
身
男
女

（
セ
ミ
ナ
ー
参
加
必
須
）

男
女
各
15
人（
申
込
多
数

の
場
合
は
、
市
内
在
住
の
人
を
優

先
し
ま
す
）男

性
＝
４
５
０
０
円
、

女
性
＝
２
５
０
０
円（
食
事
・
材

料
費
含
む
）

11
月
22
日（
水
）午
後

６
時

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ハ
ピ
ふ
る
ネ
ッ
ト

☎
０
７
０（
５
４
７
４
）４
６
８
３

　

11
月
９
〜
15
日
は
、
秋
の
火
災

予
防
運
動
期
間
で
す
。
ス
ト
ー
ブ

な
ど
の
暖
房
器
具
を
使
用
す
る
機

会
が
増
え
、
空
気
が
乾
燥
し
、
火

災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え

ま
す
。
火
災
予
防
に
対
す
る
意
識

を
よ
り
高
め
、
火
災
の
発
生
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

❶
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

❷
放
火
火
災
予
防
対
策
の
推
進

❸
不
特
定
多
数
の
人
が
出
入
り
す

る
建
物
な
ど
の
防
火
安
全
対
策
の

徹
底

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

❹
多
数
の
観
客
な
ど
が
参
加
す
る

行
事
で
の
火
災
予
防
指
導

◉
　

万
が
一
の
と
き
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
が
正
し
く
作
動
す
る
よ

う
に
、
定
期
的
に
手
入
れ
を
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
警
報
器
は
１
個

だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。
台
所
、

寝
室
、
階
段
の
天
井
面
に
取
り
付

け
る
こ
と
で
、
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
カ
月
に
一
度
は
作

動
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。製
品
に

よ
っ
て
は
、ボ
タ
ン
で
簡
単
に
点

検
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

電
池
切
れ
と
思
っ
た

ら
早
め
に
交
換
を
し
ま
し
ょ
う
。

電
池
が
切
れ
る
と
、
音
や
ラ
ン
プ

で
知
ら
せ
る
製
品
も
あ
り
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
製
品
は
、
電
池
の
寿

命
が
10
年
で
す
。

▼
消
防
本
部
予
防
課（
予
防
建
築

係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
０

▼
消
防
署

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
１
９

▼
東
出
張
所

☎
０
２
２
０（
５
３
）３
１
１
９

▼
西
出
張
所

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
９

▼
南
出
張
所

☎
０
２
２
５（
７
６
）４
１
１
９

▼
北
出
張
所

☎
０
２
２
８（
３
４
）２
１
１
９

▼
津
山
出
張
所

☎
０
２
２
５（
６
８
）３
１
１
９

☎

▶
▶
▶

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎
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未
曾
有
の
大
災
害
を
も
た
ら
し

た
、１
９
４
７
年
の
カ
ス
リ
ン
台

風
か
ら
今
年
で
70
年
目
。当
時
の

佐
沼
地
区
を
テ
ー
マ
に
、体
験
発

表
会
を
開
催
し
ま
す
。

11
月
23
日（
木
・
祝
）午
前

10
時

迫
公
民
館（
２
階
大
会
議

室
）

迫
公
民
館

☎
０
２
２
０（
２
２
）７
３
２
４

　

岩
手
ホ
ス
ピ
ス
の
会
が
、
抗
が

ん
剤
治
療
で
脱
毛
し
た
人
の
た
め

に
考
え
た
帽
子
を
一
緒
に
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル

１
枚
で
簡
単
に
作
れ
ま
す
。

▼
11
月
９
日（
木
）▼
12
月

14
日（
木
）▼
１
月
11
日（
木
）▼
２

月
８
日（
木
）▼
３
月
８
日（
木
）午

後
１
時
30
分（
２
時
間
程
度
）

登
米
市
民
病
院
地
域
医
療

連
携
セ
ン
タ
ー（
２
階
が
ん
相
談

支
援
室
）

千
円（
型
紙
代
な
ど
）

登
米
市
民
病
院
地

域
医
療
連
携
室

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
５
１
１

　

11
月
30
日
ま
で
の
期
間
、
麻
薬
・

覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
運
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

違
法
薬
物
の
使
用
は
、
時
に
は

死
に
至
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
薬

物
乱
用
は
本
人
だ
け
で
な
く
、
家

族
や
友
人
も
不
幸
に
し
ま
す
。
家

庭
や
地
域
で「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

を
合
言
葉
に
、
薬
物
乱
用
を
撲
滅

し
ま
し
ょ
う
。

登
米
地
区
薬
物
乱

用
防
止
指
導
員
協
議
会（
事
務
局

＝
登
米
保
健
所
内
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
２
０

　

仙
台
藩
初
代
藩
主
伊
達
政
宗
の

生
誕
か
ら
４
５
０
年
を
迎
え
る
こ

と
を
記
念
し
、
企
画
展
を
開
催
し

ま
す
。

▼
前
期
＝
10
月
28
日（
土
）

〜
12
月
10
日（
日
）▼
後
期
＝
１
月

６
日（
土
）〜
１
月
28
日（
日
）▼
休

館
日
＝
毎
週
月
曜
日（
月
曜
日
が

祝
日
の
場
合
は
、
翌
平
日
）、
全

館
燻
蒸
期
間
・
年
末
年
始
＝
12
月

15
日（
金
）〜
１
月
３
日（
水
）

※
前
期
、
後
期
で
一
部
資
料
の
入

れ
替
え
が
あ
り
ま
す
。

市
歴
史
博
物
館（
企
画
展

示
室
）

無
料

◉▼
日
時
＝
11
月
３
日（
金
・
祝
）／

１
月
８
日（
月
・
祝
）午
前
11
時
〜

11
時
30
分
▼
場
所
＝
市
歴
史
博
物

館（
企
画
展
示
室
）▼
参
加
費
＝
無

料（
申
し
込
み
不
要
）

◉▼
日
時
＝
11
月
26
日（
日
）午
前
10

時
〜
11
時
30
分
▼
参
加
費
＝
無
料

（
要
事
前
申
し
込
み
）▼
定
員
＝
10

人◉▼
講
師
＝
栗
原
伸し

ん

一い
ち

郎ろ
う

氏（
宮
城

県
公
文
書
館
公
文
書
等
専
門
調
査

員
）▼
日
時
＝
11
月
23
日（
木
・
祝
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
▼
場

所
＝
市
歴
史
博
物
館（
研
修
室
）▼

参
加
費
＝
無
料（
要
事
前
申
し
込

み
）▼
定
員
＝
30
人

市
歴

史
博
物
館

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
４
１
１

11
月
19
日（
日
）
ま
で
／

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

登
米
懐
古
館

▼
登
米
市
重
要
刀

剣
・
太
刀（
備
前
長
船
恒
弘
）▼
白

石
家
戦
陣
略
記
▼
大
坂
冬
の
陣
・

夏
の
陣
、
陣
旗
・
馬
印
・
千
利
休

書
状
ほ
か

◉▼「
伊
達
政
宗
生
誕
４
５
０
年
を

記
し
て
」講
師
＝
伊
達
宗む

ね

弘ひ
ろ

氏（
登

米
伊
達
家
16
代
当
主
）▼
日
時
＝

12
月
10
日（
日
）午
後
２
時
〜
３
時

30
分
▼
場
所
＝
と
よ
ま
観
光
物
産

セ
ン
タ
ー
遠
山
之
里

◉▼
日
時
＝
11
月
12
日（
日
）／
解
説

会
＝
午
後
１
時
〜
１
時
30
分
／
相

談
会
＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
場
所
＝
登
米
懐
古
館

と
よ
ま
振
興
公
社

☎
０
２
２
０（
５
２
）５
５
６
６

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

企
業
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

11
月
17
日（
金
）午
後
２
時

〜
４
時

中
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

萩
原
な
つ
子こ

氏（
立
教
大

学
社
会
学
部
・
大
学
院
21
世
紀
社

会
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
教
授
）

企
業
の
従
業
員
、
市
内
各

種
団
体
・
行
政
関
係
者
、
内
容
に

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

㊌

㊐

◉

☎

㊎
◉

☎

㊐

◉

☎

㊐

◉

☎

㊐

◉

☎

㊍
◉

☎

㊎
㊏

◉

❶ ❷ ☎

㊐

◉

☎

㊌

◉

☎

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
国
民
一
人

一
人
が
高
齢
期
の
生
活
設
計
に
思

い
を
巡
ら
す
日
と
し
て
、
毎
年
11

月
30
日（
い
い
み
ら
い
）を「
年
金

の
日
」と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、
ね
ん
き
ん
定
期

便
や
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で
、
自
身

の
年
金
記
録
と
年
金
受
給
見
込
額

を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で
は
、
い
つ

で
も
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ

か
、
年
金
受
給
見
込
額
に
つ
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
算
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
日

本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
古
川
年
金

事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

】

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

▼
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

▼
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
５
８
）５
５
５

興
味
・
関
心
の
あ
る
人

無
料総

合
支
所
、
公
民
館

に
あ
る
申
込
書
を
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

で
送
付
い
た
だ
く
か
、
電
話
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

11
月
13
日（
月
）

１
０
０
人（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

企
画

部
市
民
協
働
課（
市
民
活
動
支
援

係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

０
２
２
０（
２
２
）９
１
６
４

下田中53番地8
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午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

く
ら
し・
し
ご
と
相
談
セ
ン

タ
ー
と
も
ま
ち
登
米（
迫
町
佐
沼
字

中
江
三
丁
目
９
番
地
８
）

く
ら
し
・

し
ご
と
相
談
セ
ン
タ
ー
と
も
ま
ち
登

米☎
０
２
２
０（
２
３
）９
９
６
３

０
２
２
０（
２
３
）９
９
６
４

み
や
ぎ
男
女
共
同
参

画
相
談
室
・
一
般
相
談（
受
付
時
間

＝
月
〜
金（
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４

時
45
分
）

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
５
７
０

　

母
子
・
父
子
が
抱
え
る
養
育
費

や
親
権
な
ど
の
課
題
解
決
の
た

め
、弁
護
士
が
無
料
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。希
望
さ
れ
る
場
合
は
、事

前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

11
月
21
日（
火
）／
２
月
20

日（
火
）午
後
１
時
〜
２
時

登
米
保
健
所（
相
談
室
）

登
米
保
健

所（
母
子
・
障
害
班
）

　　

地
域
の
皆
さ
ん
に
本
校
の
教
育

活
動
を
公
開
し
ま
す
。

10
月
30
日（
月
）〜
11
月
２

日（
木
）午
前
９
時
〜
午
後
３
時
20

分

登
米
総
合
産
業
高
等
学
校

登
米
総
合
産
業
高

等
学
校（
担
当
＝
髙
橋
・
熱
海
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）４
６
６
６

　

地
域
産
業
の
活
性
化
や
人
材
の

育
成
・
技
術
な
ど
の
調
査
研
究
に

つ
い
て
、
本
市
と
連
携
協
定
を
締

結
し
て
い
る
石
巻
専
修
大
学
か
ら

講
師
を
迎
え
、
公
開
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

11
月
17
日（
金
）午
後
６
時

30
分
〜
８
時（ 

受
付
時
間
＝
午
後

６
時
〜
）中

田
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー（
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル
）

「
農
山
村
を
歩
く
・
見
る
・

知
る
」

佐
藤
利と

し

明あ
き

氏（
人
間
学
部

人
間
文
化
学
科
教
授
）

高
校
生
以
上
の
市
民　

無
料氏

名
、
電
話
番
号
、

参
加
人
数
を
電
話
、
メ
ー
ル
ま
た

は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い

産
業

経
済
部
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
室（
ブ
ラ

ン
ド
戦
略
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
５
４
９

０
２
２
０（
３
４
）２
８
０
１

糸brand@
city.tom

e.m
iyagi.jp 

　

迫
支
援
学
校
祭「
ゆ
め
花
祭
」を

開
催
し
ま
す
。お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

11
月
18
日（
土
）午
前
９
時

50
分
〜
午
後
２
時
15
分

迫
支
援
学
校（
迫
町
北
方

字
大
洞
59
番
地
10
）

▼
演
技
発
表
▼
作
品
展
示

▼
作
業
製
品
販
売
▼
バ
ザ
ー
ほ
か

迫
支
援
学
校

☎
０
２
２
０（
２
２
）９
４
８
４

11
月
28
日（
火
）❶
午
前
９

時
30
分
〜
❷
午
前
11
時
〜
❸
午
後

１
時
30
分
〜
❹
午
後
３
時
〜

県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

書
士
）、24
日
＝
開か

い

発ほ
つ

健け
ん

次じ（
弁
護
士
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
０
８

【

無
料（
要
電
話
予
約
）

産
業
経
済
部
商
業

観
光
課（
商
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

　
「
法
の
日
」記
念
行
事
と
し
て
、

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
を
開
設

し
ま
す
。登
記
全
般
、相
続
、債
務

整
理
、成
年
後
見
、裁
判
手
続
き
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

10
月
27
日（
金
）午
前
９
時

〜
正
午

迫
公
民
館宮城

県
司
法
書
士

会（
登
米
支
部
長
＝
佐
竹
孝た

か

行ゆ
き

）

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
０
５
９

　

年
金
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相

談
は
完
全
電
話
予
約
制
。
前
日
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
予
約
の
際
に「
相
談
者
氏
名
」

「
基
礎
年
金
番
号
」「
電
話
番
号
」

「
相
談
内
容
」な
ど
を
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

11
月
22
日（
水
）午
前
９
時

30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

（平成29年９月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,613 10,136 10,730 20,866 （▲15）

登米 1,806 2,348 2,572 4,920 （▲7）

東和 2,399 3,216 3,337 6,553 （▲11）

中田 5,086 7,738 8,103 15,841 （8）

豊里 2,152 3,324 3,380 6,704 （1）

米山 2,816 4,536 4,731 9,267 （▲5）

石越 1,594 2,486 2,507 4,993 （▲7）

南方 2,669 4,261 4,473 8,734 （6）

津山 1,184 1,619 1,783 3,402 （▲8）

合計 27,319 39,664 41,616 81,280 （▲38）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています。

　秋から冬にかけて、日が短くなり、あっという間に暗く
なります。
　車の運転中に薄暗くなると、無意識にスピードを出し過
ぎてしまったり、視界が悪くなり、危険察知が遅れたりし
ます。ヘッドライトを早めに点灯し、安全運転を心掛けま
しょう。
　自転車を利用される人は、確実にライトを点灯し、周囲
から姿が見えるようにし、事故防止に努めましょう。

（平成29年９月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
H29 H28 増減数

人身事故
発生件数 140件 197件 ▲57件

死者数 2人 ０人 2人

負傷者数 184人 248人 ▲64人

物損事故
発生件数 1,131件 1,164件 ▲33件

※平成29年１月からの延べ件数（前年同時期と比較）

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.06 晴れ
消防署北出張所（石越） 0.04 曇り
消防署東出張所（東和） 0.04 晴れ
消防署津山出張所 0.05 晴れ
消防署南出張所（豊里） 0.05 晴れ
消防署西出張所（南方） 0.05 晴れ

登
米
地
域
事
務
所

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

▼
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー「
ゆ
い
」

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
２

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課（
障

害
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

　

高
齢
者
で「
最
近
物
忘
れ
が
多

く
な
っ
た
」「
元
気
が
な
く
、
何

も
や
ろ
う
と
し
な
く
な
っ
た
」

「
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
け
ど
、
ど

う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」「
病

院
に
連
れ
て
行
き
た
い
け
ど
、
本

人
が
行
き
た
く
な
い
と
言
っ
て

い
る
」な
ど
の
気
に
な
る
こ
と
や

困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
精
神
科

医
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
事
前
に

予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
各
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

11
月
24
日（
金
）午
後
１
時

30
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
１
階

相
談
室
）

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

▼
迫
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
１
５
２

▼
中
田
・
石
越
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
３
４
）７
６
１
１

▼
石
越
分
室

☎
０
２
２
８（
３
４
）４
１
５
１

▼
東
和
・
登
米
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
５
３
）４
８
１
１

▼
登
米
分
室

☎
０
２
２
０（
５
２
）５
０
９
０

▼
米
山
・
南
方
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
９
）５
８
２
１

▼
南
方
分
室

☎
０
２
２
０（
５
８
）４
３
１
１

▼
津
山
・
豊
里
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
２
５（
６
８
）３
７
８
０

▼
豊
里
分
室

☎
０
２
２
５（
７
６
）４
８
１
１

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
長
寿
社
会
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

11
月
10
日（
金
）、11
月
24

日（
金
）午
後
１
時
15
分
〜
４
時
15

分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

10
日
＝
柳
渕
勝し

ょ
う

一い
ち（
司
法

30
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

中
会
議
室
）

古
川

年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

　
「
生
活
に
困
っ
て
い
る
」「
頼
れ

る
人
が
い
な
い
」な
ど
の
悩
み
、

心
配
ご
と
を
相
談
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
専
門
的
知
識
を
持
つ
支

援
員
が
、
問
題
を
整
理
し
、
解

決
方
法
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。
相

談
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
出
張
相
談
は
事
前
に
予
約

が
必
要
で
す
。

　

11
月
12
〜
25
日
は
、
女
性
に
対

す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間
で

す
。
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、
暴
言
、
性
犯
罪
、
売
買
春
、

セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
は
、
女
性

の
人
権
を
著
し
く
侵
害
し
、
決
し

て
許
さ
れ
る
行
為
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

男
女
が
互
い
の
人
権
を
尊
重
し

合
い
、
対
等
な
関
係
が
築
け
る
よ

う
、
男
女
間
の
あ
ら
ゆ
る
暴
力
を

根
絶
し
ま
し
ょ
う
。
相
談
す
る
こ

と
で
、
一
人
で
は
気
付
か
な
か
っ

た
解
決
方
法
が
見
つ
か
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　　
☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

　

11
月
は
、
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
で
す
。
虐
待
が
疑
わ
れ
る
子

ど
も
を
見
つ
け
た
と
き
、
出
産
・

子
育
て
に
悩
ん
だ
と
き
な
ど
、
相

談
窓
口
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

連
絡
者
や
相
談
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。「

い
ち
は
や

く 

知
ら
せ
る
勇
気 

つ
な
ぐ
声
」

▼
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
課

（
児
童
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

▼
東
部
児
童
相
談
所

☎
０
２
２
５（
９
５
）１
１
２
１
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「
平
成
29
年
度
登
米
市
中
学
校
新
人
総
合
体
育
大
会
」は
９
月
30
日
〜
10

月
１
日
、「
平
成
29
年
度
登
米
市
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
」は
９
月
７
日
に
そ

れ
ぞ
れ
開
か
れ
、各
種
目
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

各
種
目
で
上
位
入
賞
し
た
個
人
、団
体
は
、10
月
に
県
内
各
地
で
開
か
れ

る
県
大
会
に
出
場
す
る（
一
部
種
目
は
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
経
る
）。

　

結
果
は
次
の
通
り
。

【
団
体
の
部
】

●
野
球

①
中
田
②
津
山
③
佐
沼
③
豊
里

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

▼
女
子
①
佐
沼
②
中
田
③
米
山
・

南
方
合
同

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

▼
男
子
①
津
山

▼
女
子
①
佐
沼
②
新
田
③
東
和
③

米
山

●
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

▼
男
子
①
中
田
②
米
山
③
石
越
③

豊
里

▼
女
子
①
登
米
②
佐
沼
③
中
田
③

米
山

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

▼
男
子
①
南
方
②
佐
沼
③
中
田

▼
女
子
①
南
方
②
新
田
③
登
米
③

佐
沼

●
卓
球

▼
男
子
①
中
田
②
佐
沼
③
米
山
③

東
和

▼
女
子
①
南
方
②
東
和
③
中
田

●
サ
ッ
カ
ー

①
中
田
②
登
米
③
南
方

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

▼
男
子
①
東
和
②
中
田
③
佐
沼

▼
女
子
①
東
和
②
南
方
③
中
田

●
柔
道

▼
男
子
①
豊
里
②
米
山
③
南
方

▼
女
子
①
佐
沼
②
南
方
③
豊
里

●
剣
道

▼
男
子
①
中
田
②
新
田
③
佐
沼
③

南
方

▼
女
子
①
中
田
②
新
田

【
個
人
の
部
】

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

▼
男
子
①
高
橋
明
輝
、後
藤
千
葵

（
南
方
）②
松
野
直
季
、早
坂
向
矢

（
中
田
）③
髙
橋
渓
昌
、千
葉
匠（
南

方
）③
猪
股
悠
代
、後
藤
蓮（
東
和
）

▼
女
子
①
白
鳥
和
、小
野
寺
咲
乃

（
南
方
）②
佐
々
木
麻
凜
、菅
原
風

華（
南
方
）③
佐
々
木
愛
、佐
藤
萌

（
中
田
）③
千
葉
憂
菜
、鈴
木
琉
月

（
登
米
）

●
卓
球

▼
男
子
①
角
田
陽
翔（
佐
沼
）②

佐
々
木
翔
成（
中
田
）③
鈴
木
雅
人

（
佐
沼
）③
佐
藤
隼
斗（
中
田
）

▼
女
子
①
佐
々
木
百
花（
南
方
）

②
新
田
朋
華（
南
方
）③
後
藤
優
奈

（
東
和
）③
伊
藤
美
空（
東
和
）

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
シ
ン
グ
ル

▼
男
子
①
齋
藤
凌
大（
中
田
）②
佐

藤
悠
聖（
東
和
）③
阿
部
豊（
中
田
）

③
及
川
倖
太
郎（
東
和
）

▼
女
子
①
千
葉
萠
香（
南
方
）②

佐
々
木
瑠
杏（
南
方
）③
松
浦
真
菜

（
東
和
）③
佐
藤
日
向（
登
米
）

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ダ
ブ
ル
ス

▼
男
子
①
佐
々
木
蒼
空
、千
葉
碧

惟（
東
和
）②
堀
田
登
夢
、堀
田
翔

夢（
中
田
）③
佐
藤
智
哉
、鈴
木
拓

翔（
中
田
）③
佐
藤
竜
輝
、渡
邉
翔

（
佐
沼
）

▼
女
子
①
及
川
玲
奈
、日
下
綾
乃

（
南
方
）②
岩
渕
里
菜
、小
野
寺
舞

美（
中
田
）③
千
葉
優
花
、菊
池
凜

（
中
田
）③
三
浦
希
望
、織
田
凜（
中

田
）

●
柔
道

▼
男
子

▼
50
㌔
級
①
浅
野
裕
斗（
豊
里
）②

佐
藤
篤
希（
南
方
）③
山
田
涼
太

（
中
田
）

▼
55
㌔
級
①
千
葉
元
喜（
豊
里
）②

菊
澤
朋
柔（
中
田
）③
佐
々
木
悠
騎

（
南
方
）

▼
66
㌔
級
①
加
藤
颯（
米
山
）②
鈴

木
大
雅（
南
方
）③
渡
邉
亮
介（
豊

里
）

▼
81
㌔
級
①
阿
部
星
哉（
豊
里
）

②
佐
藤
渉
太（
米
山
）③
岩
渕
友
哉

（
米
山
）

▼
81
㌔
超
級
①
佐
藤
圭
人（
豊
里
）

②
中
澤
羽
琉（
豊
里
）③
佐
藤
拓
弥

（
中
田
）

▼
女
子

中総体
新人戦
2017

駅伝競走大会

●男子の部
①中田Ａ＝１時間２分 21秒＝②新田
Ａ③東和Ａ
●女子の部
①佐沼Ａ＝48分５秒＝②米山Ａ③津
山Ａ
●男子区間
（１区）①松井悠真（佐沼Ａ）９分 27 秒
②佐々木瑠唯（中田Ａ）③菅原夕雅（津
山Ａ）
（２区）①成尾里楠（新田Ａ）10分29秒
②熊谷圭真（中田Ａ）③永浦暖人（豊
里Ａ）
（３区）①三浦颯太（東和Ａ）10分34秒
②名生倫（新田Ａ）③白石元太（中田
Ａ）
（４区）①狩野汰登（中田Ａ）８分24秒
②小野響也（石越Ａ）③佐々木歩夢
（中田Ｂ）
（５区）①佐藤魁星（米山Ａ）11分２秒
②及川正貴（中田Ａ）③千葉勇大（新田
Ａ）
（６区）①菅原建（東和Ａ）11分12 秒②
岩渕竜雅（米山Ａ）③湖絃（中田Ａ）
●女子区間
（１区）①内海菜羽（中田Ａ）10分43秒
②菊地咲（津山Ａ）③及川優（南方Ａ）
（２区）①大田沙織（佐沼Ａ）７分42秒
②髙嶋郁花（米山Ａ）③遠藤愛莉（津山
Ａ）
（３区）①浅野美咲（佐沼Ａ）８分８秒
②千葉由香子（米山Ａ）③星名凜花
（石越Ａ）
（４区）①尾形樹（佐沼Ａ）８分16 秒②
佐藤愛莉（登米Ａ）③髙橋ひなた（豊里
Ａ）
（５区）①唐橋あんじ（東和Ａ）11分59
秒②工藤凛々花（佐沼Ａ）③門馬侑里
（南方Ａ）

頂
点
へ

▼
48
㌔
級
①
佐
々
木
希
峰（
中
田
）

②
北
浦
楓（
佐
沼
）③
佐
藤
涼（
中

田
）

▼
48
㌔
超
級
①
堀
内
理
央（
佐
沼
）

②
佐
藤
心
奈（
佐
沼
）③
佐
々
木
歩

美（
南
方
）

●
剣
道

▼
１
年
男
子
①
戸
田
陸
斗（
中
田
）

②
鈴
木
貫
太（
中
田
）③
佐
藤
大
翔

（
新
田
）③
渡
部
凌
空（
新
田
）

▼
２
年
男
子
①
工
藤
惟
仁（
石
越
）

②
小
諸
翼（
中
田
）③
阿
部
太
陽

（
佐
沼
）③
八
木
沼
瑞
季（
石
越
）

▼
１
年
女
子
①
小
野
寺
若
菜（
中

田
）②
白
石
さ
く
ら（
新
田
）③
及

川
星
空（
佐
沼
）

▼
２
年
女
子
①
佐
竹
莉
菜（
佐
沼
）

②
山
内
瑠
夏（
中
田
）③
安
倍
朋
香

（
中
田
）③
小
野
寺
真
生（
南
方
）
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Interview

   Goto Mizuki    Negoro Ami

功
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

　

舞
台
は
キ
ャ
ス
ト
だ
け
で
は
成

り
立
た
な
い
。団
員
た
ち
は「
ス

タ
ッ
フ
や
、活
動
の
場
を
作
っ
て

く
れ
た
市
民
や
財
団
が
あ
る
か

ら
、ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
で
き
る
」と

話
す
。舞
台
は
、役
者
と
裏
方
の
思

い
と
力
が
一
つ
に
な
っ
た
時
に
成

功
す
る
。ド
リ
ー
ム
☆
キ
ッ
ズ
は

15
回
の
公
演
を
続
け
、年
々
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
。演
者
と
し
て
も
、人
と

し
て
も
成
長
し
て
い
る
。劇
団
、支

援
者
、財
団
と
い
う
羽
が
一
つ
に

な
っ
た「
文
化
創
造
の
翼
」は
、こ

れ
か
ら
も
羽
ば
た
き
続
け
る
。

Nasuno Kumi / Kou

2

34

67

1

Endo Masayo / Ami

1文化祭の台本を書いていたみどりに話し
掛ける転校生のももこ。2人は劇を成功させ
るため、クラスメートたちに参加を呼び掛
ける2役者をメークする団員ＯＧ。裏で支
える人がいなければ舞台は成立しない3人
間から時間を奪い取る灰色の影4人類の平
和を守るドリーム・レンジャーと海の女神
モモザン。台風に呑み込まれたところで、み
どりが作るストーリーは止まっていた5１
人で何役もこなすキャスト6かなたの影
だったミスターＸに寄り添う中学生になっ
たドリーム・レンジャー7感動のクライ
マックス。取り戻した時間の花がステージ
に舞い散る

創
造
の
翼
を
広
げ
て

　
「
劇
団
ド
リ
ー
ム
☆
キ
ッ
ズ
」

の
公
演
が
、今
回
で
15
回
の
節
目

を
迎
え
た
。団
員
は
市
内
と
近
隣

市
町
の
小
中
高
生
で
構
成
さ
れ
、

今
回
の
公
演
に
は
団
員
以
外
の
準

キ
ャ
ス
ト
を
含
め
、38
人
が
出
演

し
て
い
る
。

　

運
営
や
広
報
、舞
台
道
具
や
衣

装
の
製
作
な
ど
、ほ
と
ん
ど
の
役

割
を
保
護
者
や
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
担
う
。年
１
回
の
公
演

に
向
け
て
、子
ど
も
と
大
人
が
１

年
が
か
り
で
準
備
を
し
て
き
た
。

　

５
月
に
脚
本
が
完
成
し
、オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
を
し
て
キ
ャ
ス
ト
が

決
ま
っ
た
。演
劇
集
団「
お
む
ら
い

す
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」を
主
宰
す
る

渡
部
三み

妙さ

子こ

さ
ん
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
。登
米
市
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

町
で
、忙
し
い
日
常
に
振
り
回
さ

れ
な
が
ら
も
、自
分
の
時
間
を
取

り
戻
す
子
ど
も
た
ち
が
描
か
れ
て

い
る
。

　

団
員
は
本
番
に
向
け
、夏
休
み

を
返
上
し
て
練
習
を
積
み
重
ね

た
。セ
リ
フ
、動
き
や
歌
詞
な
ど
、

覚
え
る
こ
と
は
数
え
切
れ
な
い
。

思
い
通
り
の
演
技
が
で
き
ず
、悩

ん
だ
団
員
も
少
な
く
な
い
。そ
れ

で
も「
つ
ら
い
と
思
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
の
楽
し
さ
と
、笑
っ
て
話
せ

る
仲
間
が
い
つ
も
い
た
か
ら
」と

団
員
た
ち
。重
圧
を
乗
り
越
え
、見

事
な
成
果
を
披
露
、舞
台
は
大
成

5

　

あ　

ら　

す　

じ

　

明
日
か
ら
夏
休
み
が
始
ま
る
と

い
う
の
に
、水
の
里
中
学
校
２
年

２
組
に
転
校
生
が
や
っ
て
き
た
。

彼
女
の
名
前
は
、夢
風
も
も
こ
。不

思
議
な
女
の
子
だ
。も
も
こ
と
い

る
と
、み
ん
な
ほ
っ
と
す
る
。イ
ラ

イ
ラ
し
て
い
る
子
も
寂
し
い
子

も
、一
緒
に
い
る
だ
け
で
笑
顔
に

な
っ
た
。子
ど
も
た
ち
と
、も
も
こ

の
夢
の
よ
う
な
夏
が
始
ま
っ
て
す

ぐ
、灰
色
の
影
が
楽
し
く
大
切
な

「
時
間
」を
奪
っ
て
い
く
。部
活
や

習
い
事
で
忙
し
い
子
ど
も
た
ち

が
、自
分
の
時
間
を
取
り
戻
す
た

め
に
立
ち
上
が
る
。登
米
の
豊
か

な
大
地
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、大

切
な
時
間
を
取
り
戻
す
物
語
。　



（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
http://tomecity.mail-dpt.jp/

編

集

後

記

▼
10
月
号
の
全
国
大
会
特
集
に

続
き
、
フ
ォ
ト
コ
ン
世
界
2

位
、
共
進
会
日
本
一
と
、
う
れ

し
い
知
ら
せ
を
紙
面
で
紹
介
で

き
た
。
こ
う
い
っ
た
知
ら
せ
を

受
け
る
た
び
に
、登
米
市
の「
人

間
力
」
の
す
ご
さ
を
感
じ
る
。

人
が
育
つ
の
は
、
そ
の
土
壌
が

あ
る
か
ら
。
古
里
が
、
豊
か
な

ま
ち
だ
と
感
じ
た
10
月
。（
及
川
）

▼
と
き
め
き
人
で
取
材
し
た

「
ハ
ー
ト
ウ
ェ
ー
ブ
」
の
皆
さ

ん
。
あ
ら
た
め
て
「
広
報
と

め
」
の
作
り
手
の
思
い
を
、
大

切
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
が
心
に
染
み
ま
し
た
。「
仲

間
は
宝
」
と
い
う
会
員
の
皆
さ

ん
。
こ
こ
ま
で
続
け
ら
れ
た
理

由
が
分
か
り
ま
し
た
。
声
の
広

報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
聞

け
ま
す
。
皆
さ
ん
も
聞
い
て
く

だ
さ
い
。（
千
葉
）

▼
劇
団
ド
リ
ー
ム
☆
キ
ッ
ズ
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。
キ
ャ
ス
ト
や
ス
タ
ッ

フ
な
ど
の
皆
さ
ん
が
一
体
と

な
っ
て
作
る
ス
テ
ー
ジ
に
、
い

つ
も
感
動
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
今

回
の
物
語
の
キ
ー
は
「
時
間
」。

公
演
を
通
じ
て
、
改
め
て
時
間

の
大
切
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た

ス
テ
ー
ジ
で
し
た
。（
伊
藤
）

Profi le

　「『声の広報ありがとう』と言われることがあり
ます。これが活動の原動力」と話す一同。
　ボランティアグループ「ハートウェーブ」は「広
報とめ」と「とめし社協だより」を音声データにし
た「声の広報」を制作している。「声の広報」は、市と
市社会福祉協議会ホームページに掲載されている
ほか、市社会福祉協議会を通じて、希望する視覚障
害者に毎月届けられている。 
  取り組みのきっかけは 1998年、朗読グループ
で活動していた田口浩

ひろ

子
こ

さん（故人）に当時の迫町
長が「声の広報を作ってほしい」と依頼したこと。
田口さんの声掛けにより、協力者の輪が広がり、
現在市内60、70代の女性17人がハートウェーブ
に所属し、声の広報を制作している。
　声の広報は、聞き手のことを考え、80分のＣＤ

１枚に収録、「１枚であれば手軽」と、女性なら
ではの細やかな配慮がなされている。
　「作り手の思いやメッセージをしっかり届けた
い」と、特集や人物紹介などは、しっかり読み込ん
でから収録に入る。朗読は、心地よく聞いてもらい
たいと、間の取り方や口調が強くならないよう注
意。収録後は、パソコンの専用ソフトを使い、編集
作業に取り掛かる。これだけの作業を、広報紙発行
から１週間で終わらせ、データを届けている。「情
報はタイムリーに、市民全員に知る権利がありま
す。微力ですが、その手伝いができれば」とにっこ
り。メンバーたちは、苦労を見せない。
　ハートウェーブは「心音」を意味する。メンバー
たちは、今日も「心を込めた音」を届ける準備に取
り掛かっている。
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